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１１
月
４
日
５
日
に
、
第
２８

回
反
核
医
師
の
集
い
in
東
京

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
反
核
医
師
の
会
結
成
３０

年
の
記
念
の
つ
ど
い
と
い
う

こ
と
で
「
結
成
３０
年

被
爆

の
実
相
に
立
ち
返
り
、
核
な

き
世
界
を
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
か
か
げ
ま
し
た
。

開
催
準
備
の
段
階
で
は
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
検
討
会

議
が
開
催
さ
れ
る
の
を
受
け

て
、
ど
の
よ
う
な
運
動
を
進

め
る
か
と
い
う
よ
う
話
で
企

画
を
練
っ
て
い
ま
し
た
が
、

７
月
７
日
に
は
核
兵
器
禁
止

条
約
が
採
択
さ
れ
、
９
月
２０

日
に
は
５０
カ
国
に
よ
る
署
名

も
行
わ
れ
、
さ
ら
に
１０
月
６

日
に
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
ま
で
決
ま
る

と
い
う
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
開
催
と
な
り
、
全
国
か

ら
１
９
４
名
が
参
加
し
ま
し

た
。Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
日
本
支
部
代

表
支
部
長
、
世
界
医
師
会
会

長
に
就
任
さ
れ
た
横
倉
義
武

日
本
医
師
会
長
か
ら
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。
世
界

医
師
会
と
し
て
、
各
国
医
師

会
に
、
核
兵
器
の
禁
止
と
廃

絶
に
向
け
て
努
力
す
る
よ
う

自
国
の
政
府
に
働
き
か
け
る

こ
と
を
要
請
し
た
と
か
か
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
日
本
医

師
会
の
動
き
に
注
目
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
共
同

代
表
の
テ
ィ
ル
マ
ン
・
ラ
フ

氏
か
ら
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
被

爆
者
の
声
を
政
府
に
届
け
、

政
府
に
圧
力
を
か
け
る
う
え

で
、
日
本
の
運
動
が
果
た
す

役
割
は
重
要
で
あ
る
と
エ
ー

ル
を
送
り
、
福
島
第
一
原
発

事
故
の
問
題
に
つ
い
て
の
私

た
ち
の
運
動
に
も
期
待
を
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
ま
ず
反
核

医
師
の
会
結
成
３０
年
の
あ
ゆ

み
に
つ
い
て
、
中
川
武
夫
代

表
世
話
人
が
報
告
し
ま
し

た
。
冒
頭
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
成
立
に
つ
い
て
触
れ
、

こ
れ
で
核
兵
器
が
無
く
な
る

わ
け
で
は
な
い
。
批
准
に
向

け
て
核
兵
器
国
の
圧
力
が
か

け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得

る
。
新
た
な
運
動
の
始
ま
り

と
し
て
奮
闘
す
る
こ
と
を
訴

え
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
に
つ
い

て
、
私
た
ち
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
が
日

本
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
に
参
加
す
る

団
体
の
一
つ
で
あ
り
、
私
た

ち
の
活
動
も
評
価
さ
れ
た
と

い
え
る
と
述
べ
ま
し
た
。
喜

ば
し
い
出
来
事
の
一
方
で
、

肥
田
俊
太
郎

先
生
や
、
長

崎
被
爆
の
谷

口
澄
暉
（
す

み
て
る
）
さ

ん
が
亡
く
な

っ
た
こ
と
に

触
れ
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を

真
に
実
効
性
の
あ
る
も
の
に

し
て
ゆ
く
た
め
に
戦
い
続
け

る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

反
核
医
師
の
会
の
３０
年
に

つ
い
て
、
結
成
か
ら
２０
年
ま

で
の
詳
細
は
、莇
昭
三
先
生
、

児
島
徹
先
生
の
報
告
に
譲
る

と
し
て
、
２０
年
か
ら
３０
年
の

軌
跡
を
報
告
し
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
以
後
の
世
界

の
核
を
め
ぐ
る
情
勢
、
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
集
会
や
「
つ
ど
い
」

の
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
２
０

０
７
年
に
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
を
母

体
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
が
発
足

し
て
お
り
、こ
の
１０
年
間
は
、

ま
さ
に
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
運
動
の
歴

史
に
重
な
る
１０
年
間
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
２
０
１
１
年
３
月
１１
日

の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
よ
る
住
民
の
被
曝
と

い
う
か
つ
て
な
い
経
験
を
う

け
て
、
２
０
１
１
年
の
全
国

世
話
人
会
以
後
、
原
子
力
発

電
所
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
問
題
に
つ
い
て
会
と
し
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
に

つ
い
て
討
論
を
重
ね
、
原
発

問
題
が
会
の
活
動
の
２
本
の

柱
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
の
も

こ
の
１０
年
の
大
き
な
動
き
で

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
核
兵
器

禁
止
条
約
か
ら
核
兵
器
の
廃

絶
を
」
は
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト

共
同
代
表
で
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
国
際

運
営
委
員
の
川
崎
哲
氏
、
日

本
被
団
協
事
務
局
次
長
の
藤

森
俊
希
氏
、
被
爆
者
国
際
署

名
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
リ
ー
ダ
ー

の
林
田
光
弘
氏
を
迎
え
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
９
月
に
英
国
の

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
第
２２

回
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界
対
大
会

の
報
告
を
武
田
勝
文
常
任
世

話
人
、
西
淀
病
院
の
原
澤
俊

也
先
生
が
行
い
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
前
代
表
世

話
人
の
莇
昭
三
先
生
か
ら
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
第
１
分
科
会
で

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
は
語
る
、
ヒ

バ
ク
シ
ャ
か
ら
学
ぶ
」
と
題

し
て
、
２
名
の
被
爆
者
と
相

談
員
の
方
の
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。

第
２
分
科
会
は
、
「
避
難

指
示
解
除
後
の
福
島
は
今
」

と
題
し
て
、
福
島
の
現
状
に

つ
い
て
の
報
告
を
聞
き
ま
し

た
。今

年
も
、
医
学
生
が
多
数

参
加
し
て
い
ま
し
た
。今
後
、

彼
ら
を
若
手
医
師
と
し
て
私

た
ち
の
運
動
に
ど
の
よ
う
に

迎
え
入
れ
て
ゆ
く
の
か
が
、

一
つ
の
課
題
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
林
田
さ
ん
に
助
言
を

求
め
る
と
良
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

第
１
分
科
会
は
「
ヒ
バ
ク

シ
ャ
は
語
る
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ

か
ら
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、

ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
児
玉
三
智
子

さ
ん
、
久
保
山
榮
典
さ
ん
、

東
友
会
で
長
年
ヒ
バ
ク
シ
ャ

と
と
も
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

村
田
未
知
子
さ
ん
か
ら
お
話

し
を
聞
い
た
。

児
玉
さ
ん
は
７
歳
の
時
、

広
島
の
国
民
学
校
で
被
爆
し

た
。
学
校
は
全
壊
、
迎
え
に

き
た
父
に
背
負
わ
れ
て
家
に

帰
る
途
中
で
見
た
地
獄
絵
図

は
７２
年
た
っ
た
今
も
目
の
奥

に
焼
き
つ
い
て
消
え
る
こ
と

が
な
い
と
い
う
。

８
月
下
旬
、
軽
症
だ
っ
た

従
兄
は
下
痢
が
続
い
て
い
た

あ
る
日
、
突
然
、
鼻
と
耳
か

ら
血
を
流
し
、
口
か
ら
血
を

吐
い
て
急
死
し
た
。
典
型
的

な
原
爆
症
の
症
状
で
あ
る
。

久
保
山
榮
典
さ
ん
は
８
歳

の
時
、
長
崎
で
被
爆
し
た
。

幸
い
母
子
４
人
は
爆
心
地
か

ら
２
㎞
の
地
点
に
避
難
し
て

い
た
た
め
に
九
死

に
一
生
を
得
た
。

し
か
し
、
父
親
は

直
爆
を
受
け
て
、

即
死
。戦
火
の
中
、

母
親
と
父
を
捜
し

に
行
き
、
よ
う
や

く
見
つ
け
た
父
の

遺
体
を
そ
の
場
で

荼
毘
に
付
し
た
。

久
保
山
さ
ん
は

１０
年
後
進
学
の
た

め
に
上
京
、
現
在

は
埼
玉
県
原
爆
被

害
者
協
議
会
（
し

ら
さ
ぎ
会
）
副
会
長
と
し
て

核
兵
器
廃
絶
の
活
動
を
続
け

ら
れ
て
い
る
。

児
玉
さ
ん
、
久
保
山
さ
ん

に
共
通
す
る
の
は
、
戦
後
も

長
い
間
ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
苦
し

め
続
け
た
差
別
と
偏
見
、
そ

し
て
放
射
能
に
対
す
る
恐
怖

で
あ
る
。
二
人
の
語
り
部
に

目
を
凝
ら
し
、
固
唾
を
の
ん

で
聴
き
入
る
参
加
者
の
視
線

が
印
象
的
だ
っ
た
。

東
友
会
は
東
京
在
住
の
ヒ

バ
ク
シ
ャ
が
１
９
５
８
年
に

結
成
し
た
団
体
で
あ
る
。
村

田
未
知
子
さ
ん
は
１
９
８
２

年
か
ら
３０
年
以
上
に
わ
た
っ

て
東
友
会
の
事
務
局
員
、
相

談
員
と
し
て
活
動
し
て
こ
ら

れ
た
。
現
在
は
ノ
ー
モ
ア
・

ヒ
バ
ク
シ
ャ
訴
訟
全
国
弁
護

団
・
原
告
団
事
務
局
も
務
め

ら
れ
て
い
る
。
ヒ
バ
ク
シ
ャ

の
平
均
年
齢
は
８０
歳
を
超
え

た
。
語
り
部
の
数
も
年
々
減

り
、
直
接
被
爆
体
験
を
聞
く

機
会
も
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。ヒ
バ
ク
シ
ャ
に
学
び
、

核
の
な
い
世
界
の
実
現
を
目

指
し
た
い
。

第
２
分
科
会
の
テ
ー
マ

は
、
「
避
難
指
示
解
除
後
の

福
島
は
今
」
と
題
し
て
、
２

人
の
講
師
を
お
招
き
し
た
。

一
人
目
は
、
生
協
い
い
の

診
療
所
所
長
の
松
本
純
先

生
。
東
日
本
大
震
災
、
福
島

第
一
原
発
故
か
ら
６
年
８
か

月
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
で
お

話
し
さ
れ
た
。

ま
ず
、
避
難
指
示
解
除
後

の
住
民
の
帰
還
状
況
は
、
解

除
か
ら
半
年
た
っ
て
の
帰
還

者
数
は
浪
江
、
川
俣
、

山
木
屋
、
飯
館
で
は
ま

だ
１０
％
に
も
満
た
な
い

と
こ
ろ
が
多
い
。
復
興

予
算
で
道
の
駅
や
交
流

セ
ン
タ
ー
な
ど
立
派
な

建
物
は
あ
っ
て
も
人
が

居
な
い
。
特
に
若
年
者

は
、
帰
り
た
い
と
い
う

要
望
は
少
な
い
。
人
が

居
な
く
な
り
、
イ
ノ
シ

シ
な
ど
野
生
動
物
が
５
万
頭

に
増
殖
し
た
。
震
災
関
連
死

が
震
災
で
直
接
亡
く
な
っ
た

数
を
上
回
り
、
食
料
な
ど
放

射
能
汚
染
基
準
を
下
回
り
流

通
し
、
出
産
数
も
震
災
前
に

レ
ベ
ル
に
な
り
先
天
奇
形
な

ど
は
全
国
水
準
で
あ
る
こ
と

が
旨
報
告
さ
れ
た
。

二
人
目
は
、
南
相
馬
市
小

高
区
と
浪
江
町
の
境
界
に
あ

る
「
希
望
の
牧
場
・
ふ
く
し

ま
」
の
代
表
理
事
の
吉
澤
正

巳
さ
ん
。
原
発
か
ら
１４
㎞
、

原
発
が
次
々
水
素
爆
発
を
起

こ
し
、
牧
場
は
放
射
能
に
汚

染
さ
れ
、
住
民
は
避
難
を
指

示
さ
れ
た
、
家
畜
も
汚
染
さ

れ
、売
れ
な
い
牛
と
な
っ
た
。

殺
処
分
を
言
い
渡
さ
れ
た

が
、
牛
飼
い
と
し
て
出
来
な

か
っ
た
。
放
射
線
の
線
量
が

高
い
な
か
、
牧
草
を
食
み
、

水
を
飲
み
、
い
つ
し
か
脱
毛

や
白
い
斑
点
が
出
る
牛
も
出

て
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

機
関
が
や
っ
て
来
て
、
サ
ン

プ
ル
を
持
っ
て
行
っ
た
が
、

思
う
よ
う
な
結
果
の
発
表
が

な
い
。
誰
か
医
療
機
関
の
先

生
た
ち
に
調
査
し
て
も
ら
い

た
い
と
訴
え
ら
れ
た
。
原
発

事
故
の
生
き
た
【
証
人
】
と

し
て
３
３
０
頭
の
牛
た
ち
を

こ
れ
か
ら
も
飼
い
続
け
る
と

力
強
く
話
さ
れ
た
。

第
２８
回
反
核
医
師
の
つ
ど
い

第
２８
回
反
核
医
師
の
つ
ど
い

レセプション
司会の川村実常任世
話人と（左）布村眞
季常任世話人（右）

向
山

新
実
行
委
員
長

（
常
任
世
話
人
）

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
て
集
合
写
真

第
一
分
科
会

第
一
分
科
会

本
田

孝
也
常
任
世
話
人

第
二
分
科
会

第
二
分
科
会

川
村

実
常

任

世

話

人

（
反
核
医
師
の
会
ち
ば
）吉澤正巳さん

松
本
純
先
生
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今年７月に核兵器禁止

条約が国連で採択され、

９月２０日から各国の署名

が始まり、５０カ国が批准

すれば条約が発効すると

いう状況の下、「核兵器

禁止条約から核兵器の廃

絶を」のテーマで、ＩＣ

ＡＮ国際運営委員でピー

スボートの共同代表の川

崎哲氏、日本原水爆被害

者団体協議会（被団協）

事務局次長の藤森俊希

氏、ヒバクシャ国際署名

キャンペーンリーダーで

被爆３世である林田光弘

氏を招いてシンポジウム

を開催した。準備をして

いるさなかの１０月６日に

ＩＣＡＮのノーベル平和

賞の受賞が発表され、そ

の授賞式に川崎氏と藤森

氏が参加するという、ま

さに「時の人」に参加し

ていただいたタイムリー

な企画となった。

川崎氏は、最初にＩＣ

ＡＮのノーベル平和賞の

受賞にふれ、これはＩＣ

ＡＮという運動が受賞し

たのであって、その先頭

にたって核兵器の非人道

性を訴えてきたヒバクシ

ャや反核医師の会を含む

多くの市民組織の運動の

成果であり、これまで運

動を支えてきた人たちに

与えられたものであるこ

とが強調された。そして、

核兵器禁止条約の内容に

ふれ、この条約は包括的

な核兵器禁止条約であ

り、核保有国も含めて多

くの国々に批准を訴えて

いくこと、ＮＰＴ再検討

会議と連動して運動をす

すめることの重要性を述

べられた。そして具体的

には、核兵器の非人道性

を訴えながら、核兵器禁

止条約の内容を広めるこ

と、さらに核兵器関連企

業と取引のある銀行や会

社を拒否していくことな

ど、今後の課題を提起さ

れた。
藤森氏は１歳４ヶ月の

時に広島で被爆し、４番

目の姉が爆心地近くで被

爆し行方不明になってい

るなど、家族の被爆の状

況と被爆直後の実相を語

られるなかで、原爆はい

かに非人道的な兵器であ

るかについて訴えられ

た。そして１９５６年に

「自らを救う」と共に「人

類の危機を救う」という

目的で被団協が結成され

た経緯と、その後、被団

協が国連を始め世界各国

に核兵器の非人道性と核

兵器の廃絶を訴えてきた

と述べた。そのことが今

回の核兵器禁止条約に結

びつき、さらに現在、核

兵器廃絶に向けてヒバク

シャ国際署名に取り組ん

でいることなどを話され

た。
林田氏は、核兵器廃絶

の運動を一般化していく

ことが大切であり、その

ためには、上から目線の

お説教的な訴えではな

く、現実的に今の日本や

北朝鮮に核兵器が投下さ

れたらどういう状況にな

るのか、広島・長崎の被

爆の実相を思い起こしな

がら、一緒にイメージし

て訴えることが重要であ

る、若者を目覚めさせる

のではなく、大人が変わ

らないと運動は成功しな

いと強調された。

ととっっててもも勇勇気気

付付けけらられれたた

参加者からは、これか

らヒバクシャが亡くなら

れていく中で、被爆の実

相を訴えていくために

は、被爆の証言を残して

いく活動をしていく必要

がある、日本政府を変え

るためには、地元の政治

家や国会議員にもっと訴

える必要があるなどの提

案がなされた。これらに

対して、シンポジストか

らは、しんどいと思う運

動は決して広がらない、

間口を広げながら多くの

人々と楽しい運動にしな

ければ運動が発展しな

い。核兵器の非人道性を

さらに明らかにしていく

上で、医療の専門家であ

る医師への期待が表明さ

れた。さらに１２月１０日の

ノーベル平和賞の授賞式

には、もう一度世界がＩ

ＣＡＮと核兵器禁止条約

に注目する時期がくるの

で、その時に合わせて、

どのような訴えをするの

か、特に、反核医師の会

の強みとして全国に組織

があり、全国各地での活

動への期待が述べられ

た。
参加者のアンケートに

は、「とっても勇気付け

られた」「今後、何をし

なければならないのか、

示唆に富んだシンポジウ

ムだった」「核兵器禁止

条約に反対している日本

政府を変え、批准させて

いく運動をすすめる必要

がある」などの感想が多

数出された。

は
じ
め
に
、反
核
医
師
の
会
の
結
成
３０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
し
て
、
貴
会
が
参
加
す
る
ICA
N
（
International

Cam
paign

to
A
bolish

N
uclearW

eapons）の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
を
お
祝
い
す
る
と
共
に
、
そ
の
直
後
に
開
催
さ
れ
る
こ
の

「
つ
ど
い
」
に
大
き
な
意
義
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
（
中
略
）

最
近
の
世
界
情
勢
は
ま
す
ま
す
混
迷
を
深
め
て
お
り
、
わ
れ
わ

れ
は
、
核
兵
器
は
も
と
よ
り
生
物
・
化
学
兵
器
等
の
大
量
破
壊
兵

器
へ
の
脅
威
な
ど
厭
う
べ
き
現
実
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
世
界

医
師
会
の「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
」に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
、
医
療
専
門
職
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
世

界
の
人
々
の
健
康
を
維
持
し
、
そ
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
使
命

と
し
て
お
り
ま
す
。
核
兵
器
に
よ
る
悲
劇
は
人
類
の
歴
史
に
二
度

と
刻
ま
れ
て
は
い
け
な
い
事
実
で
あ
り
、
そ
の
事
実
を
医
師
の
立

場
か
ら
世
界
に
発
信
し
続
け
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
世
界
で
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
、
わ
が
国
は
核
兵
器
の
非
人
道
性
や
被
ば
く
に

よ
り
苦
難
を
背
負
っ
た
人
々
の
苦
し
み
な
ど
を
世
界
に
訴
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
積
極
的
な
活
動
主
体
と
し
て
、
反
核
医
師
の

会
や
IPPN

W
日
本
支
部
の
方
々
を
中
心
と
し
た
長
年
の
献
身
的

な
ご
努
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
つ
ど
い
の
参
加
者
の
皆
様
の
熱
意
と
努
力
に
改
め
て
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
会
議
が
、
内
外
で
の
活
動
実
績
の
上
に

立
っ
て
、
世
界
の
核
実
験
・
核
兵
器
廃
絶
の
動
き
を
大
き
く
後
押

し
す
る
機
会
と
な
る
よ
う
切
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

核核兵兵器器禁禁止止条条約約かからら

核核兵兵器器のの廃廃絶絶をを シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

（
被
団
協
）
事
務
局
次
長

藤
森

俊
希
氏

各国に核兵器の非人道性

と核兵器の廃絶を訴える

第
２８回「

核
戦
争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を

求
め
る
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
」

第
２８回「

核
戦
争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を

求
め
る
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
」

IPPN
W
日
本
支
部
代
表
支
部
長

日
本
医
師
会
長
、
世
界
医
師
会
長

ア
ジ
ア
大
洋
州
医
師
会
連
合（
C
M
AAO

）会
長

メ
ッ
セ
ー
ジ

横
倉
義
武

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
国
際
運
営
委
員

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
共
同
代
表

核兵器廃絶の運動を

一般化することが大切

川
崎

哲
氏

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
リ
ー
ダ
ー
・
被
爆
３
世

林
田

光
弘
氏

ＮＰＴ再検討会議と

連動して運動を

すすめることが重要

原
和
人

代
表
世
話
人
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核戦争防止国際医師会

議（ＩＰＰＮＷ）の大会

が、２０１７年９月４日

から３日間、イギリスの

ヨーク大学で開かれた。

この大会は、ＩＰＰＮＷ

とＭｅｄａｃｔフォーラ

ムとの合同で開催され

た。テーマは、『国際的

保険医療コミュニティと

して、戦争／軍事主義／

国際不安に立ち向かう』

（＝�ConfrontingWa
r,miritarizationandgl
obalinsecurityasani
nternationalhealthco
mmunity�）。世界３５カ国

から医師／歯科医師／医

学生／医療団体をはじめ

ＮＧＯの代表ら約５００

人が参加した。反核医師

の会からは、会員、事務

局等含め計３１人が参加し

た。
全体会で、共同代表の

ティルマン・ラフ氏は、

「核兵器禁止条約が採択

されたことを私たちはと

っても喜んでいる。今回

の条約は、初めて核兵器

が違法であると言うこと

を明らかにした。しかし、

条約はできたが、私たち

の使命は終わっていな

い。２００７年にＩＣＡ

Ｎ（核廃絶国際キャンペ

ーン）が始まり、ＩＰＰ

ＮＷはこの運動の大きな

役割を果たした。一旦、

核戦争が起こったらどう

なるのかということを明

らかにしてきた。この核

禁条約で廃絶に向けて核

兵器国、核兵器依存国に

圧力をかけていく。アメ

リカと北朝鮮、今、偶発

的を含めて、冷戦後最大

の危機になっている。平

和を求める中でしか、人

々の健康を守ることが出

来ない。と」挨拶した。

他氏から、「今回の条

約は、核兵器の全てを禁

止する包括的なものだ。

今回の条約によって核兵

器の被害者に目が向けら

れた。現在、核に依存し

ている国でも条約に参加

することが出来る。核保

有国、依存国を人道上の

観点から議論に参加させ

ていくことが重要だ」と

の発言があった。ピース

ボートの川崎哲氏は、米

朝間の緊張が高まってい

るが、この解決のために

は政治的解決が必要だ。

北は国体の維持の保証を

求め、アメリカとの対話

を求めている。などと発

言。
反核医師の会を代表し

て、大前比呂思氏が、「原

発事故後６年を経た福島

の状況と今後」と題して

発言した。

閉会総会では、日本医

師会会長で、ＩＰＰＮＷ

日本支部代表支部長の横

倉義武氏が世界医師会を

代表して挨拶し、「核兵

器に対して強い態度で臨

む。出した声明の中に核

廃絶も含まれていた。そ

の気持ちを各国政府に送

った。被爆者の苦しみを

忘れてはならない」と述

べた。
１１月４、５日に東京で

開かれる「反核医師のつ

どい」に向けて、ティル

マン・ラフ氏のビデオメ

ッセージを録画した。

なお、１０月６日、ＩＣ

ＡＮが今年のノーベル平

和賞に選ばれた。核禁条

約の採択に向けて市民社

会の一員として果たした

役割が評価されたもの

だ。実にすばらしい出来

事だ。

テ
ィ
ル
マ
ン
・
ラ
フ
氏

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
は
、
核
兵
器
を
禁
止
し
廃

絶
す
る
た
め
に
活
動
す
る
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の
連
合
体
。
ス

イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
国
際
事
務
局
が
あ
り
、
２０１７

年
１０
月
現
在
、
１０１
カ
国

か
ら
４６８
団
体
が
参
加
し
て
い
る
。日
本
か
ら
の
参
加
団
体
と
し
て
は
ピ
ー
ス

ボ
ー
ト
の
他
、
核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の
会
、
創
価
学
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ
な
ど
７
団
体
が
参
加
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
は
、
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
を
母
体
に
２０

０７
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
発
足
し
た
。
２０１１

年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
国
際
事

務
所
を
設
置
し
て
以
来
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
訴
え
る
諸
国
政
府
と
協
力

し
て
核
兵
器
を
国
際
法
で
禁
止
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
世
界
的
に
展
開
。
メ

デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
広
く
情
報
拡
散
を
行
い
、
メ
ン
バ
ー
は
比
較
的

若
い
世
代
が
多
い
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
ヨ
ー
ク
大
会
に
参
加
し
た

ベ
ア
ト
リ
ス
・
フ
ィ
ン
氏
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
事
務
局
長
）
の
発
言

核
兵
器
禁
止
条
約
に
よ
り
「
核
兵
器
は
非
人
道
的

な
も
の
」
と
の
規
範
を
示
せ
た
。
核
保
有
国
に
対
し

て
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
、
１
日
で
も
早
く
核
の

な
い
世
界
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
７
月
７

日
に
採
択
さ
れ
、
９
月
２０
日
か
ら
署
名
が
始
ま
る
。

こ
の
採
択
に
参
加
し
な
か
っ
た
国
も
あ
る
が
、
す
で

に
１００
カ
国
以
上
が
署
名
に
向
け
て
努
力
し
て
お
り
、

な
る
べ
く
早
い
発
効
を
求
め
た
い
。

常
任
世
話
人

永
瀬
勉

常
任
世
話
人

永
瀬
勉

第
２２回

核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
世
界
大
会
概
要
報
告

第
２２回

核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
世
界
大
会
概
要
報
告
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（ＩＰＰＮＷ）世界大会

は、今年の９月４日から

６日にかけ、イギリスの

ヨークで開催された。私

は、その会に、反核医師

の会（ＰＡＮＷ）のメン

バーの一人として参加

し、発表の機会まで得る

ことができた。深く感謝

すると同時に紙面を借り

て簡単な報告をしたい。

ＰＡＮＷのメンバーも

多く参加する核兵器廃絶

国際キャンペーン（ＩＣ

ＡＮ）が、ノーベル平和

賞を受賞する契機となっ

た核兵器禁止条約の採択

は、７月７日の国連総会

でなされた。９月のＩＰ

ＰＮＷヨーク大会には、

その熱気がそのまま会場

に持ち込まれた。また、

今回のＩＰＰＮＷ世界大

会は、Healththrough
Peaceの大会スローガ

ンのとおり、核兵器のみ

ならず、紛争と難民・貧

困・ジェンダーなど、戦

争や暴力の問題を、広く

カバーし、国境なき医師

団（ＭＳＦ）のようなＮ

ＧＯはもちろん、赤十字

国際委員会（ＩＣＲＣ）

や国連傘下のＷＨＯまで

も参加する大規模なもの

となった（写真）。そし

て、国連総会での核兵器

禁止条約の採択により、

紛争当事者の間で中立を

要求されるＭＳＦやＩＣ

ＲＣが、本会に参加し役

割を果たすのが容易にな

ったとの指摘が、複数の

大会関係者からあった。

ＰＡＮＷからは、当初「原発事故後６年を経た福島の状況と今後」とい

うタイトルでのワークシ

ョップの開催要望を出し

たが、前述した幅広い分

野で演題を募集するとい

う方針のもと、「原子力

・核問題と公衆衛生」と

いう合同セッションでの

発表となった。そのセッ

ションでは、核関連施設

からの放射性物質漏れか

ら、核戦争後の環境変化、

核の冬までを含めた、幅

広い演題が論議され興味

深かったが、やや議論が

散漫になる傾向もみられ

たのは、今後の大会を考

えるうえでの検討課題と

思われた。

実際のＰＡＮＷからの

発表では、福島県民健康

調査における甲状腺検診

の結果が一番の話題とな

ったが、生活基盤が整わ

ず、健康を守る診療体制

が不備な状況でも、帰還

を強制するような政府の

動きについても、重点的

に報告した。若年者を対

象にした超音波検査によ

る甲状腺検診では、それ

こそ、従来の臨床例の報

告からすると何十倍とな

るような甲状腺癌の報告

がなされているが、その

評価については、見解が

大きくわかれている。一

部の病理学者からは、超

音波検査を導入すること

で、生涯臨床的には問題

とならない潜伏癌も拾っ

ており、何万人という集

団で、甲状腺での自然発

癌の発生経過を観察して

いるだけという主張もな

された。一方、同じデー

タを用いている疫学者の

間でも、過剰発癌の否定

からわずかな過剰発癌、

アウトブレイクと言える

水準とまで、大きく見解

が割れるのも、なかなか

理解しがたい。

ところで、レベル７の

福島事故がおきる前は、

日本での大きな原子力関

連事故と言えば、９９年茨

城県でおきたレベル４の

ＪＣＯ事故だった。その

後、ＪＣＯ事故が起きた

地域では、１ｍＳｖ以上

の過剰被ばくが疑われる

全ての年齢層の住民に対

して、１年ごとに一般健

診に近い無料検診が行わ

れてきた。そこで、福島

事故後の対応について

は、若年層の甲状腺検診

を続けつつも、茨城県な

どの北関東も含め、広い

年齢層と地域での一般健

診を行うべきではないか

と主張した。さらに、避

難者に対する支援打ち切

りをちらつかせるよう

な、強制帰還の動きをや

める一方、居住している

人や帰還者のこころのケ

アについては拡充すべき

とも述べたが、ＩＰＰＮ

Ｗドイツ支部からの参加

者からは、そのような主

張自体、甲状腺癌のアウ

トブレイクの事実など、

早急に対処すべき問題か

ら眼をそむけさせるもの

だという強い反論を頂く

こととなった。

私自身、９８年からカン

ボジアで医療協力に参加

しているが、今回の発表

は、クメールルージュの

拠点だった地域でとっ

た、メコン河の夕日を背

景に農作業にいそしむ住

民の写真でしめくくっ

た。HealththroughP
eaceという今大会の精

神、保健医療活動の基礎

には平和が必要だが、保

健医療活動による平和の

希求もあわせて重要とい

う認識が、早く世界の医

療人の共通認識となって

欲しい。

２０１７年９月４日

から６日まで、英国北

部の都市であるヨーク

（Ｙｏｒｋ）のヨーク

大学にて開催された、

第２２回国際反核医師の

会（ＩＰＰＮＷ）世界

大会に参加した。今回

の大会は、�HEALT
HTHROUGHPEA
CE�を主題として開催

されたが、参加を通じ

て私はこれを『平和に

よってもたらされる健

康』と解釈した。

今大会において一番

大きな話題は、核兵器

禁止条約（theNucle
arWeaponsBanTr
eaty）についてであっ

た。この内容について

は、皆様ご存知の通り

であるため詳細は割愛

させていただくが、 『核

兵器は人道的に許され

ないものと烙印付け（s
tigmatize）する』とい

う表現は、とても印象

的であった。また医療

者は、核兵器によって

もたらされる被害を科

学的に把握し、それを

説明していくことがで

きる存在であると繰り

返し述べられており、

襟を正される思いであ

った。
なお、核兵器廃絶の

みならず、『紛争や暴

力を防ぐためにはどう

したら良いのか』とい

う視点について、数多

くの話題や議論がなさ

れた。この中で、特に

�シビレた�というか、

深く心に刻まれた言葉

がある。「退役軍人は、

戦争の現実や悲惨さを

伝えるためにいる」―

アフガン戦争にも従軍

した英国の退役軍人の

言葉である。経験して

いるからこそ伝えられ

る、伝えるべきである、

そういった強い信念を

感じた。私は医療者と

して、これから何がで

きて、何をすべきなの

か、真剣に考えていか

なければならないと痛

感した。

私は民医連に研修医

として所属している。

その綱領には『戦争反

対』『核兵器廃絶』と

明確に掲げられてい

る。日本において、こ

の様な考え方は、残念

ながらマイノリティ

だ。でも、志を共にす

る医療者は世界中にお

り、彼らと手を携えて

共に行動できることを

実感することができ

た。これは、何よりの

収穫であったように感

じる。

大
阪
民
医
連
研
修
医
（
西
淀
病
院
所
属
）原
澤
俊
也

大
阪
民
医
連
研
修
医
（
西
淀
病
院
所
属
）原
澤
俊
也 第２２回ＩＰＰＮＷ世界大会に参加して 第２２回ＩＰＰＮＷ世界大会に参加して

IPPN
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加
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W
参
加
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訂正 『肥田舜太郎が語る

今どうしても伝えておき

たいこと』を読み、『原

爆体験と戦後日本』直野

章子で被爆体験の継承

は可能かを考えた。

前者は、対談と、聴き役

の大久保氏のわかりやす

いまとめで整理されて、

終章にどうしても伝えた

いことが集約される。そ

して「核エネルギーとど

う立ち向かうべきかの答

えを、探し出すためのヒ

ント」の本だという。

経歴では軍国主義を

「具体的に」嫌になった

医学生時代、「僕はそう

ゆう人間を見ると関心を

深く持った」ハンセン病

患者との交流の軍医時

代、原爆投下の４―５日

後に発熱し、輸血を受け

て助かった経験が記され

ている。「あの時に、広

島で見た光景は、たとえ

記憶から消し去ることが

あっても、原子爆弾への

怒りは決して消えること

はない」「原爆なんかに

殺されてたまるか、生き

てやる。どこまでも」 「生

きている間、何か被爆者

のためになることをしよ

う」と被爆体験者として

の使命が語られる。

不思議な死とブラブラ

病を追求し、１９７５年

にそれが内部被曝と理解

し、この内部被曝を知ら

せることが被爆者運動に

とっても重要だと強く提

起し（飯島宗一氏が内部

被曝について大反対だっ

たとあり驚いた）、米国

が被爆の研究全て独占

し、放射能で苦しむ人は

ひとりもいないとして日

本政府も実相を隠蔽し、

原子力の安全神話に突き

進むなかで歴史状況は、

被団協や原水爆禁止運動

にも強く影響してきた。

肥田氏はこれらの運動方

針などへの鋭い指摘も随

所で見られる。「僕は被

爆者と６０年付き合ってき

て「問題は皆が望んでい

た、�死にたくない。長

生きしたい�が、他人に

頼ってもどうにもならな

い」。だから「自分の健

康は自分で管理する」

「今、自分の主人公にな

れ」と、これによって人

権意識が生まれるという

のだ。これが一番言いた

いことと思える。

後者『原爆体験と戦後

日本』では、「被爆体験」

は原爆後の言説活動の所

産であって、被爆者だけ

でなく同伴者とによって

形成されたものととら

え、その理念を引き継ぐ

ことだとしている。時代

の中での運動については

前者と似た文脈も見ら

れ、一緒に読むのは良か

った。
８月２５日発行の反核ニ

ュース第６５号２面に掲載

しました東京反核医師の

会の活動報告に関する記

事にて、渡辺吉明先生の

役職名を「代表委員」と

記載しましたが、正しく

は「運営委員」でした。

訂正してお詫びいたしま

す。

「Shameon
you」は、米国大

統領に反対する

集会での頻出フ

レーズである。

日本語では一般

に「恥を知れ」と訳される。

核兵器禁止条約に参加もしな

ければ被爆者を尊重すること

もしない日本の安倍政権に

も、等しく投げかけられるべ

き言葉である。

しかしながら、安倍首相に

「恥」という概念が存在する

のか。日本の「恥の文化」を

有名にした「菊と刀」によれ

ば、恥ずかしい行いをしては

ならないという規範ではな

く、恥ずかしいことを人に知

られまいという隠蔽文化であ

るらしい。悪事が露見する前

に腹を切ってしまう時代劇の

武士を美化するつもりはない

が、放射能汚染水をコントロ

ールできていると大嘘をつい

たり、口先だけの核廃絶を唱

えてみたり、と、現首相は恥

とは無縁、隠蔽は他人任せの

人物である。

さらに言えば、「知れ」と

言ったところで、反知性主義

などと揶揄されるほど知識や

経験をないがしろにしている

現政権の中枢には難しい注文

だろう。

つまり「恥」も「知る」も、

安倍首相には通じないという

こと（トランプはどうなのだ

か知らないが）。「核兵器を

持っているというだけで恥ず

かしい」という世界をめざす

私たちは「恥を知れ」ではな

く、明確に言わなければなら

ない。安倍政権、退陣を、と。

「生きる」ということが、

人権なんです

『
原
爆
体
験
と
戦
後
日
本
』

岩
波
書
店（
２０１５／

７
／
２５）

早川純午（愛知・名南ふれあい病院）

直
野
章
子
著

『
肥
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太
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ど
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し
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）

読
書
案
内

反
核
医
師
の
会
は
、
会
員
の
み
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さ
ま
の
会
費
と
、
主
旨
に
賛
同
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た
だ
い
て
い
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金
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よ
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

会
費
納
入
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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